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親子３世代にわたって情報を送り続けた広報紙
これまでも、これからも
広報なかまは「中間市」を発信し続けます
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第１号創刊

広報第１号は「町報」なかま。当時は、タブロ
イド判（新聞紙の半分の大きさ）２ページに予
算情報など文字がびっしり書かれていました。

昭和 26年５月 15 日

町報から市報へ

中間市誕生と同時に、町報は「広報なかま」へ
と変わります。公募された現在の市章も公開
され、新たな中間の歩みが始まりました。

昭和33年 10月 23日

発刊 100 号

第 100 号から紙面は大きくリニューアルしま
す。それまでのタブロイド判からＡ４版に紙
の大きさが変わり、紙面に写真が多く掲載さ
れるようになりました。

昭和42年５月30日

紙から冊子へ

Ａ４判１枚だった広報紙が８ページの冊子に
なり、表紙ができました。内容も一新、徐々
に「情報の伝達」から「情報の共有」へと広報
紙の役割が変わっていきます。

昭和59年４月10日

昭和の大水害
梅雨前線の影響で前日から続く大
雨により、遠賀川の水位が４ｍを超
え、上流の堤防が決壊。中間市内も
甚大な被害に見舞われました。筑豊
や北九州地区に被害を与えたこの
大雨は、筑豊炭鉱の坑内を冠水させ
て操業不能にするなど、各地の主産
業にも影響を及ぼした戦後最大の
天災です。

昭和 28年６月 26 日聖火が中間市に
この年、東京を舞台に、アジアで初
めて開催された夏季オリンピック。
沖縄に上陸した聖火リレーは、鹿児
島から九州を縦断し東京に向かいま
す。その道中で中間市の遠賀橋や昭
和町を通過しました。市内は歓喜に
沸き、総出で 20 人以上の聖火リレ
ー団を応援しました。写真は遠賀橋
を渡った瞬間をとらえたものです。

昭和 39年

現在の市役所が誕生
市制を敷いて 10 年が経過したこの
年。岩崎壽

す き ぞ う

喜蔵さんから寄贈された
当時の木造庁舎の老朽化が進んだ
ため、１年以上をかけて新市庁舎が
建設されました。ちなみにこのとき
は、まだ別館がありません。行政事
務が多角化したため、別館を増築
し、現在の庁舎になったのは平成６
年３月のことです。

昭和 44年 11 月１日

中間大橋が開通
遠賀橋と市の中心を走る県道の交
通渋滞を解消するため、中鶴地区
と砂山地区を結ぶ中間大橋が開通
しました。中鶴地区側には、当時の
木
き そ

曽寿
じゅい ち

一市長が書いた句が今もモ
ニュメントとして残されています。
工業団地へと向かう幹線道路のわ
きで、行き交う車や人々をあたたか
く見守っています。

昭和 63年３月

人口が５万人突破
炭鉱のまちからベッドタ
ウンへ…。昭和 40 年代
からモデルチェンジを進
めた中間市は徐々に人口
が増えていきます。そし
てついにこの年、人口が
５万人を突破しました。
３万人から始まった中間
市制の成長の証でした。

昭和 56年 10 月
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広報なかまの歴史
広報なかま
１０００号
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平成 15年 平成 14年 平成元年

全面フルカラー化

創刊 1000 号達成
有料広告の募集開始

有料広告の効果と印刷会社の
協力により、フルカラー印刷
が可能に。広報紙がさらにわ
かりやすく、楽しくなりました。

広報なかまの製作費を少し
でも補てんするために、有
料広告を掲載するようにな
りました。現在では、広告
代理店と年間契約を結び、
ひと月あたり６枠の掲載を
行っています。

平成 15年４月 10 日平成 27年 12月10日 平成 14 年９月 10 日 平成元年４月 25日

お知らせ版の開始
即時性を持った紙面の提供を
追求した結果、「お知らせ版」
として 25 日号を発行するよ
うになりました。

創刊 1000 号を機に広報なか
まは大きく変わります。
より詳しく、より分かりやす
く情報をみなさんに伝え、よ
り身近で、より親しみやすい
存在になるため、発行回数を
月１回にし、その分充実した
紙面をお届けできるよう内容
を一新します。ぜひ来年１月
10 日号を楽しみに新年をお迎
えください。
特筆すべきは、福祉のコーナ
ー。これまで「市からのお知
らせ」として記事の一部に埋
もれていたものを、新設コー
ナーとして読みやすい配置に
転換します。また、住民参加
型の広報紙を目指し、より多
くの市民のみなさんが紙面に
登場できるよう新コーナーを
設けます。さらに、世界遺産
があるまちとなった中間市を
市外にもＰＲできるよう、市
内の店舗などを紹介するコー
ナーも手掛けています。
これまでの25日号（４ページ）
は廃止されますが、お届けす
る情報に漏れがないよう、10
日号のページ数をその分増や
します。
これまで以上に愛される「広
報なかま」を目指しますので、
どうぞ今後もご愛読ください。

世界遺産登録決定
「何もない」と言われてきた中間市。
しかしこの年、市内の施設がユネス
コ世界文化遺産に登録されました。
中間市の未来の可能性を広げてく
れた遠賀川水源地ポンプ室。官営八
幡製鐵所だけでなく、中間市民が誇
る建物として、観光政策の主軸にす
るなど、市を挙げてその保全と活用
に取り組んでいきます。

平成 27年７月５日

屋根のない博物館完成
市制施行 30 周年の記念として、旧
香月線跡地に建設されました。市民
の触れ合いの場として、中間市のシ
ンボルの１つに数えられます。ま
た、近年はフットパスやＪＲ九州ウ
ォーキングのルートとしてもその
価値が見直されています。

昭和 63年 11 月３日

国民イベント続々
平成16年には「国民文化祭」が、翌
17年には「ねんりんピック」が福岡
県で開催され、中間市ではジャズダ
ンスフェスティバルや囲碁大会が行
われました。このころからダンスは
老若男女を問わず親しまれるように
なります。今年もダンスフェスタが
やすらぎ通りで開催され、優勝した
チームが世界遺産登録記念式典でそ
のパフォーマンスを披露するなど中
間市を活気づけてくれています。

なかまハーモニーホール始動
中間市で初めて市民会館が建設さ
れ、その落成式には、中間市出身の
俳優高倉健さんとプロ野球監督の
仰木彬さん（ともに故人）が出席し
ました。700 人以上を収容できる中
間市最大のホールでは、コンサート
や講演会などさまざまな分野の催
しが行われ、市民の文化の拠点とし
ての役割を担っています。

平成８年 11月１日

平成 16・17 年
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広報なかまの歴史

「なかっぱ」が誕生したのは
平成 20年。市政 50周年を
記念した公募によるもので
した。徐々にその存在感を
増し、今では中間市のイベ
ントに欠かせません。

有料広告の掲載を始めた当
時は、広報担当者が市内の
事業所を営業して回り、直
接交渉して広告を掲載して
いました。

フルカラーの写真は、みなさ
んの細かい表情や四季の情緒
などを紙面で伝えることがで
きます。

広報なかま
１０００号
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写
真
を
撮
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
ね

１
月
は
郷
土
料
理
と
称
し
て

各
家
庭
の
「
雑
煮
」
を
特
集

し
た
い
で
す

広報なかまはどのようにしてつくられるのか。
今年度入庁し、紙面作りに奔走する新人広報マンに密着しました。

【広報作成に必要なもの】

【次号の特集や「まちのわだい」のネタを探して構成を決める】

【１に取材、２に取材、３、４も取材で５に取材】

【撮影した写真と取材した原稿の編集作業】

そして情熱…

パソコン
広報なかまを編集するための
ソフトが入った必須アイテム。
パソコンの脇には、デザイン
の参考書や用語辞典などを常
に用意している。 カメラ

前任の先輩から譲り受けた仕
事用カメラ（Canan60D）。カ
メラの高性能が泣かないよ
う、早く使いこなせるように
なりたい。

筆記用具
取材時に筆記用具は必需品。
取材したい内容をあらかじめ
書き留めておいたりする。走
り書きなので本人しか解読で
きない。

人脈

自転車

名刺

動イ 広報マンけ！

い
い
ね
！

採
用
！

　年度の最初に、１年間 12 回の特集記
事をおおまかに決めておきます。特集のネ
タが決まったら、２～３か月前からページ
のデザインや取材したい人への申し込みな
どを行い、徐々に紙面を埋めていきます。
取材の内容が思っていた方向に進まず、構
成を練り直すこともしばしば。
　「まちのわだい」は１か月の市内のイベン
ト情報を集め、月曜日から日曜日まで取材
と撮影に出掛けていきます。やり直しがき
かない写真の撮影は緊張します。
　取材で知り合った人と別の場所で偶然
会ったりすると、人とのつながりの大切さ
を感じたり、「やっぱり中間って狭いなぁ」
と思ったりします。向こうから声を掛けら
れると本当にうれしくなります。

　市民や専門家、子ども
からお年寄りまで、記事に
よって取材の対象は異なり
ます。取材に慣れていない
人、特に子どもへの取材は
とてもデリケートです。緊
張していたり、何を答えて
いいか分からなかったりす
るので、丁寧に簡単な言
葉で語りかけるように心掛
けています。
　取材の「核」となる言葉
をいかに引き出すことがで
きるかが大切です。しかし、
これは教えられてできるも
のではなく、たくさんの人
に会って経験を積むしかありません。
　イベントのときなどは見ず知らずの人にも声を掛けます。担当になったばかりのころは緊張し
ましたが、取材は１に度胸、２に笑顔。半年間広報マンを経験して編み出した笑顔で、今日も
明日も取材に出掛けます。まちで会ったら、ぜひ取材にご協力ください。

行政サービスの特集では、担当者
へのインタビューは欠かせません

子ども好きが功を奏して、実はわ
りと子どもから人気があります

　記事の原稿、取材した資料、撮影した写真が揃うと、パソ
コンでレイアウトを決めていきます。イメージをある程度紙に
書き起こし、清書していくような作業です。
　このとき、常に考えなければならいのが、中学生が読んで
も理解できる文章にすることと、一方的な記事の押しつけにな
らないこと。読者の視点への配慮、写真の大きさ、文章の長
さなど１つでも間違えると、紙面のバランスを失い読みづらく
なってしまいます。また、取材を受けてくれた人の意図と異な
る伝わり方をしてしまうことは絶対に避けなくてはいけません。
　ほかの市町村の広報紙や雑誌なども参考に文章と写真を
組み立てていきます。掲載される行政情報は硬い内容の記事
が多いので、文字の種類や色を変えたり、イラストを挿入す
るなどして、柔らかい印象になるよう工夫します。

　記事の作成が終わると、校正といういわゆる手直しの作業に取り掛
かります。自分では完璧と思った記事を先輩に校正してもらったところ、
赤ペンだらけで戻って来ました。正直ショックです。でも、この赤ペン
こそが広報マンとして技術向上の処方せんだと思っています。
　校正が終わると、原稿は印刷され、約10 日後、みなさんのお宅に届き
ます。だいたい紙面を作り始めてお届け出来るまでに１か月かかります。
　いつか、読む人みんなに「いいね」と言ってもらえるような広報紙を
作りたいですね。
　次のコーナーでは、今の広報なかまについて、何が「いいね」で、何
が「よくない」のか、率直な意見を聞いてきました。

取材で出会う人は月におよそ 10 人。１年間で 100 人以上の中間市民と知り
合えることが幸せです

新人広報マンに密着
広報なかま
１０００号
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市
民
の声

緊急アンケート

広
報
な
か
ま
に
対
す
る
声
を
知
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
173
人
か
ら
う
れ
し
い
言
葉
や
厳
し
い
指
摘
、
思
い
が
け
な
い
要
望

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市からのお知らせはいつも読みます。
自分や家族に必要な情報が載っている
ので、とても助かります。また、市民図
書館にはよく本を借りに行ったり、イベ
ントに参加したりするので要チェックで
すね。

末永美亜さん（18）　唯莉ちゃん（１）

みんなのひろばに子どもの写真を載せても
らったときは、すごくうれしかったです。家
族もみんな喜んでいました。

西村希さん（33）　彩音ちゃん（３）

読んでいる理由
（複数回答）

54.5％14.7％

12.8％

11.8％

6.2％

役立つ情報がある

自分や家族の写真、投稿がある
写真がきれい
内容が面白い
暇つぶしになる

84.1％の人が広報なかまを「いつも読ん
でいる」「ある程度読んでいる」と回答。
これは、４年前の広報なかま900 号発
行時に実施したアンケートと比較すると
4.8％増加。８割以上の市民に読まれて
いることがわかりました。

読んでいない理由
（複数回答）

46.2％
18.0％

23.0％

10.2％
2.6％

時間がない

広報なかまを知らなかった
役立つ情報がない
内容がつまらない
自分に関係ない情報ばかり

自分が掲載された

掲載されたことはない
家族が掲載された

自身または家族が広報なかまに掲載されたこと
があるという人は43.3％という結果。また、「広
報なかまに掲載されてもいいと思いますか」と
尋ねたところ、46.8％の人が、「掲載されても
いい」「子どもを掲載してほしい」という意見で
した。

広報なかまに
載ったことがありますか

56.7％ 23.6％

19.7％

いつも読んでいる

まったく読んでいない
あまり読んでない
ある程度読んでいる

好きなコーナー 男性 女性

市からのお知らせ 27 47

２ おすすめ料理レシピ 6 39

３ 表紙 12 31

４ よくわかる医療講座 6 28

５ 温故知新 14 18

６ 図書館だより 26 5

広報なかまを
読んでいますか

50.6％

5.3％

10.6％

33.5％

市内の飲食店や美容室、病院のこと
などを紹介してもらえると助かります。
あと、子育てに関する情報をたくさん
知りたいです。

靏田亜紀子さん（37）　颯太ちゃん（２）

「デジタル広報なかま」として、子ども向けの
広報（なかっぱを中心とするアニメナレーショ
ンなど）があればいいと思います。

佐藤英司さん（44）

歴史に関する特集をも
っとしてほしいです。
温故知新は、今まで知
らなかった中間市につ
いて知れるので、毎月
楽しみにしています。

　三善恭子さん（66）

〇
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
情

報
な
ど
を
載
せ
て
ほ
し
い

　
（
30
代
・
男
性
）

〇
人
権
作
文
は
、
母
校
や
友
人

が
載
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
で
気
に
な
っ
て
読
み
ま
す

　
（
10
代
・
女
性
）

〇
読
む
時
間
が
な
い

　
（
20
代
・
男
性
）

〇
子
ど
も
で
も
読
み
や
す
い
広

報
な
か
ま
に
し
て
ほ
し
い

　
（
10
代
・
女
性
）

〇
文
字
を
大
き
く
し
て
読
み
や

す
く
し
て
も
ら
い
た
い

　
（
70
代
以
上
・
男
性
）

〇
市
長
、
副
市
長
、
議
員
な
ど

の
人
柄
を
知
り
た
い
で
す

　
（
50
代
・
女
性
）

〇
災
害
対
策
に
関
す
る
特
集
を

し
て
ほ
し
い（
30
代
・
男
性
）

〇
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
頑
張

っ
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
特
集
を
読
み
た
い

　
（
40
代
・
女
性
）

〇
医
療
講
座
は
、
わ
か
り
や
す

く
健
康
管
理
に
役
立
つ

　
（
60
代
・
男
性
）

〇
あ
か
ち
ゃ
ん
の
写
真
に
癒
さ

れ
る
の
で
も
っ
と
載
せ
て
ほ

し
い（
20
代
・
女
性
）

もっと聞かせて

みんなの声
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好きなコーナー

ＢＥＳＴ６
（複数回答）

広報なかま
１０００号
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広
報
担
当
の声

　

今
回
、
広
報
な
か
ま
１
０
０
０

号
の
発
行
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん

の
広
報
な
か
ま
に
対
す
る「
リ
ア
ル

な
声
」を
聞
く
た
め
街
頭
に
出
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、「
自
分
に
関
係

な
い
情
報
ば
か
り
」「
配
布
さ
れ
て

も
、
し
ば
ら
く
放
置
し
て
気
づ
い
た

ら
捨
て
ら
れ
て
い
る
」「
広
報
紙
の

発
行
費
用
を
抑
え
る
べ
き
」
な
ど
、

厳
し
い
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
生
活
に

密
接
な
情
報
が
あ
る

　

広
報
紙
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

情
報
を
掲
載
す
る
た
め
、
１
つ
１

つ
の
記
事
に
目
を
向
け
れ
ば
確
か

に
対
象
は
限
定
的
で
す
。「
自
分
に

は
直
接
関
係
な
い
」と
思
わ
れ
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
自
分
に
は
関
係
な
く

て
も
、親
や
子
ど
も
、き
ょ
う
だ
い
、

祖
父
母
、
友
達
…
、
自
分
を
取
り

巻
く
誰
か
に
は
絶
対
に
必
要
な
情

報
が
広
報
紙
に
は
詰
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
、

親
子
や
友
人
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
健
診
を
受
け
た
り
、
手

続
き
の
申
請
を
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
必
ず
み
な
さ
ん
の
生
活
の
役

に
立
つ
は
ず
で
す
。

全
世
帯
に
紙
を
配
る
意
味

　
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で

も
検
索
し
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

時
代
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
パ
ソ
コ

ン
が
な
け
れ
ば
十
分
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
紙
に
経
費
を
使
う
ぐ
ら
い
な
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
配
信
だ
け
に
す

れ
ば
い
い
の
に
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ん
て
扱
え
な
い
」「
わ
ざ

わ
ざ
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
ま
で
見
な

い
」「
広
報
紙
が
な
く
な
る
と
情
報

が
入
っ
て
来
な
い
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
す
。

　
す
べ
て
の
世
帯
、
す
べ
て
の
人
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
以
上
、
全
戸
配
布
の

広
報
紙
は
、
や
は
り
必
要
で
す
。
す

べ
て
の
人
に
、
必
要
な
情
報
や
施
策

を
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
役
目
を
担

う
広
報
紙
。
そ
れ
を
み
な
さ
ん
に
読

ん
で
も
ら
え
る
環
境
と
、
興
味
を
引

く
内
容
に
し
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち

広
報
マ
ン
の
責
任
で
す
。

貴
重
な
声
を
受
け
て

　

広
報
紙
に
掲
載
す
る
情
報
の
拡

充
を
目
的
と
し
て
、
発
行
回
数
を

月
１
回
に
し
た
う
え
で
ペ
ー
ジ
数

を
増
や
し
、
情
報
の
質
と
量
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
発
行
を
行
う

広
報
紙
で
は
補
え
な
か
っ
た
即
時

性
を
重
視
し
、
昨
年
10
月
か
ら
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
生
の
情
報
や
取
材
を
す

る
中
で
見
つ
け
た
小
さ
な
ま
ち
の

話
題
な
ど
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が

低
い
の
が
現
状
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
で
は
、
中
間
市
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
23
・

９
％
と
か
な
り
低
い
も
の
で
し
た
。

楽
し
い
話
題
を
提
供
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
市
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ

せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https://www.facebook.com
/

　

city.nakama.lg.jp

広
報
紙
の
価
値
と
は

　

そ
の
価
値
は
、
市
民
１
人
１
人

が
判
断
す
る
も
の
で
す
。
広
報
紙

は
そ
の
性
質
上
、
無
条
件
で
全
世

帯
に
配
布
さ
れ
る
も
の
で
、
税
金

を
使
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
の
無
駄
で
は
な
く
、
目
を
通

す
価
値
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
も

ら
え
る
紙
面
を
こ
れ
か
ら
も
作
り

続
け
ま
す
。

新
た
な
風
を
吹
き
込
む

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
頑
張
っ
て

い
る
人
」「
お
店
の
情
報
」「
遊
べ
る

ス
ポ
ッ
ト
」「
本
の
紹
介
」「
環
境
へ

の
取
り
組
み
」
な
ど
、
こ
ん
な
広

報
紙
を
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
声

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、
来
年
１

月
か
ら
広
報
な
か
ま
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
広
報

紙
に
反
映
さ
せ
つ
つ
、
市
が
発
信
す

べ
き
情
報
は
明
確
に
わ
か
り
や
す

く
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
高
齢
者
の
た
め
に
」
や
「
若
者

に
目
を
向
け
て
」
と
い
っ
た
偏
向

的
な
広
報
で
は
な
く
、
中
間
市
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
架

け
橋
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

広
報
な
か
ま
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て

広
報
紙
を
作
成
し
て
い
た
か

　
ペ
ー
ジ
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、

数
あ
る
情
報
の
中
か
ら
、
市
民

に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
な
情
報

か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
続
け
、
よ
り
多
く
の

情
報
を
集
め
る
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
し
た
ね
。
外
に
出
て
人
に
会

い
情
報
を
拾
う
こ
と
こ
そ
が
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

読
ん
で
も
ら
う
に
は

ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か

　

広
報
マ
ン
と
し
て
一
番
辛
い
の

は
、
読
ん
で
も
ら
え
な
い
こ
と
。

　

読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
ま

ず
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第

一
歩
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
す
べ
て
の
世
代
を
対
象
と
し

て
い
る
広
報
紙
は
、
他
の
雑
誌
な

ど
と
違
い
、
情
報
の
幅
が
広
く
な

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
心
を
引

く
見
出
し
や
写
真
な
ど
の
仕
掛
け

作
り
が
大
切
で
す
。
特
定
の
コ
ー

ナ
ー
で
も
い
い
の
で
そ
こ
に
フ
ァ
ン

を
作
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
紙

面
全
体
に
目
を
通
し
て
も
ら
え
る

可
能
性
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
に
求
め
ら
れ
る

カ
タ
チ
は
変
わ
っ
た
か

　

時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
世
間

が
求
め
る
も
の
は
常
に
変
容
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
読
ん
で
、

広
報
紙
は
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
変
化
す
れ
ば
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、
お
褒
め
や
お
し
か
り

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は

広
報
紙
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
の
反
応
な
の
で
、
た
と
え
怒

ら
れ
た
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
そ
の
声
を
聴
き
、
紙
面
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
な
か
ま
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は

　

広
報
紙
は
、
市
の
施
策
の
目
的

や
課
題
、
効
果
な
ど
の
情
報
を
的

確
で
わ
か
り
や
く
提
供
し
、
十
分

な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
か
ら
の
一
方
通
行
で

は
な
く
、
市
民
と
の
協
働
と
い
う

点
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
紙
面

に
登
場
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
広
報
紙
と
い
え

ば
硬
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
良

い
意
味
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
崩
し
、

元
気
で
楽
し
い
情
報
を
発
信
で
き

る
広
報
紙
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
市
民
に
と
っ
て
広
報
紙
が
身
近

な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

広
報
紙
を
通
じ
て
ま
ち
に
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

年間、中間市の広報マンとして走り続けた
岡田謙治さんにインタビューをしました。

岡田さんは、自身が手掛けた広報紙が日本広報
協会主催の全国広報コンクールで福岡県の代表
として選出されるなど、その功績は多方面で評
価されています。
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持
気
う
い
と
い
た
れ
訪
を
地
土
の
そ
た

地
土
の
そ
ん
ろ
ち
も
。
す
ま
い
い
と
だ

を
声
く
し
優
「
に
上
以
れ
そ
。
す
ま
い

う
い
と
い
た
い
会
た
ま
に
」
人
「
の
そ

の
そ
。
す
で
う
そ
だ
の
る
な
に
ち
持
気

か
し
に
」
域
地
「
の
そ
、
は
と
」
人
「

の
そ
に
的
然
必
、
で
の
い
な
い
で
ん
住

。
す
ま
り
な
に
う
よ
る
す
訪
再
を
域
地

　

地
、
は
の
む
か
つ
を
心
の
人
る
れ
訪

。」
け
掛
声
「
と
」
顔
笑
「
の
人
む
住
に
域

の
る
な
と
役
主
が
民
住
る
れ
入
け
受
を

。
す
で

　

の
年
今
て
し
そ
。
た
し
ま
き
続
が
し
返

多
、
ば
れ
れ
さ
定
認
。
す
ま
し
指
目
を

。
す
ま
れ
さ
待
期
が
と
こ
る
来

　

底
が
ん
さ
な
み
の
学
大
立
市
州
九
北

で
ま
れ
こ
、
は
の
た
れ
訪

30

。
上
以
回

域
地
の
ち
た
分
自
に
と
ご
る
ね
重
を
回

り
な
に
う
よ
る
じ
感
を
力
魅
い
無
は
に

の
生
学
。
た
し
ま

矢
い

が

や

那
つ

な

津

、
は
ん
さ

こ
な
ま
ざ
ま
さ
、
ど
ほ
く
歩
ば
け
歩
「

人
。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
く
付
気
に
と

は
力
魅
、
で
の
う
違
が
点
視
れ
ぞ
れ
そ

ま
し
話
と
」
す
ま
い
思
と
る
あ
く
多
数

。
た
し

　

力
協
の
元
地
い
な
せ
か
欠

　

人
の
域
地
、
は
初
当
た
い
て
い
歩
を
域

よ
う
い
と
」
た
来
が
人
ら
か
部
外
「
に

し
。
た
し
ま
い
て
れ
た
持
を
象
印
な
う

認
が
動
活
て
え
増
が
数
回
く
歩
、
し
か

く
て
し
接
く
し
優
、
と
る
く
て
れ
さ
知

の
体
得
「。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
れ

と
こ
の
域
地
「
ら
か
」
動
活
い
な
れ
知

う
い
と
」
動
活
る
い
て
れ
く
て
め
広
を

　

ら
か
ろ
こ
と
い
な
い
て
れ
さ
知
認
「

雰
う
い
と
う
ろ
や
に
緒
一
ら
か
い
し
楽

地
、
は
の
な
要
重
も
最
に
際
る
め
進
を

と
」
す
で
の
な
と
こ
る
得
を
力
協
の
域

。
す
ま
れ
ぼ
こ
が
顔
笑
に
ん
さ
川
廣

　

条
の
め
た
る
得
を
定
認
本
の
Ｑ
Ｎ
Ｆ

こ
る
あ
が
解
理
の
域
地
、
が
つ
一
の
件

声
「
と
」
顔
笑
「
は
と
件
条
の
解
理
。
と

フ
は
れ
こ
。
す
で
と
こ
る
あ
が
」
け
掛

な
と
こ
い
な
き
で
ば
れ
け
な
で
人
の
域

。
す
で
の

１ コース作りやイベントの計画など、何度も協議を重ねる学生の
みなさん。２～３ 地域の人から花の名前や地域のことを教えて
もらえるのもフットパスの楽しみの一つ。４ イベントのときにお
もてなしをするための蒸しパンの作り方を地域のみなさんに教え
ていただきました。５ なごみ工房のみなさんとイベント用の昼食
を準備。６ フがとこういと」るすを見発のりな分自らがなき歩「 
ットパスの大きな魅力です。７ 農家の人から採れたてのキャベツ
をいただきました。

　

あ
が
識
意
う
い
と
う
ろ
作
を
か
何
に
た

園
田
や
畑
麦
小
の
色
金
黄
。
ん
せ
ま
り

な
少
が
会
機
る
見
は
に
ち
た
人
の
部
市

り
掘
を
み
し
楽
な
さ
小
、
も
て
く
無
が

。
す
で
方
み
し
楽

　

こ
る
け
つ
見
を
み
し
楽
で
分
自
が
者
加

楽
に
的
動
能
、
で
の
も
」
る
き
で
が
と

違
と
光
観
の
で
ま
れ
こ
が
と
こ
る
め
し

。
す
で
点
う

　

学生のみなさんとは、楽しみながら地
域を歩くことができました。そこで気付
いたことは、私たちにとっては日常的な
ことでも、外から来た人には魅力的に
感じられるものがあるということです。
多くの人との交流が生まれるフットパス
は、地元を知ってもらえる機会にもなる
ので嬉しいという声が自治会内で聞か
れます。今後も住民のみなさんにフット
パスを広く浸透させていきたいです。

Interview

吉永 敏彦 さん
（下大隈自治会長）

「住民が主役になれる」「参加者が能動
的に楽しめる」という２つの魅力を持つ
フットパスを行政が観光政策の柱とし
て行っていることは、全国的にも珍しい
ことです。住民が主役になるための仕
組み作りを行政が担うこの姿こそ、本
来の協働の形ではないでしょうか。中間
市を訪れる人たちとのつながりが今後
重要になってきます。みなさんには、「笑
顔」と「声掛け」をお願いしたいですね。

Interview

廣川 祐司 さん
（北九州市立大学地域創生学群講師）

最初は私たちを怪
け げ ん

に感じていた地域
のみなさんが、回を重ねるごとに受け
入れてくれたことがとても嬉しかったで
す。そのとき私たちの活動が浸透して
いると実感することができました。よそ
の地域では、フットパスで訪れる人の
おもてなしをすることを生きがいに感じ
ている人もいます。中間市に歩きに来
た人を私たちのときのように温かく迎
え入れてほしいですね。

矢ヶ井 那津 さん
（北九州市立大学地域創生学群２年）

Interview

主役は地域に住む人たち
北九州市立大学の協力を得て、底井野地区でモデルコースを策定中。
コース作りには地域の人たちの協力が不可欠です。人と人とをつなぐ仕組みで
あるフットパス。必要なのは地域のみなさんのおもてなしの心なのです。

１

２ ３ ４

５ ６ ７

何もないとは言わせない特
集
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り
祭
の
統
伝、
な
か
き
し
美 月

８

15

、
日

16
日

第
32

り
つ
ま
川
間
中
前
筑
回

第
、
た
れ
さ
催
開
で
敷
川
河
前
所
役
市

32

。
り
つ
ま
川
間
中
前
筑
回

15

、
が
し
流
籠
灯
は
日
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川まつりを継承していくためには、みなさんの協力が必要

１．雨天にもかかわらず、灯籠流しのため多くの人が会場を訪れました。
２．灯籠を流し、懐かしい人々を偲ぶ。
３．世界遺産推進室が会場で遠賀川水源地ポンプ室をＰＲ。
４．「見上げるような近いところから花火を見るのは初めてで楽しみ」と話す勝
原杏咲さん（左）と彩心さん（右）姉妹。
５．浴衣姿がとても似合っていたみなさん。
６．日が落ちるにつれて多くの人で埋め尽くされた河川敷。

【ステージイベント】
７．「なかま元気スポーツクラブ」の子どもたちによるダンスパフォーマンス。
８．仮面ライダーウィザードと笑顔で記念撮影。
９．SOULMATICS によるゴスペルライブ。
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●　林 聖邦さん（筑前中間祭り実行委員会委員長）

打ち上げ花火には、ゆっくり打ち上げる「単発」、連続し
て打ち上げる「連発」、同時に打ち上げる「同発」があり、
私たちは見ている人に喜んでもらえるようにこの３つの
打ち上げ方法で構成を考えています。筑前中間川まつり
では、「同発」を多用していますが、これは打ち上げ箇所
を複数確保しなければできないものです。私たちは、関
門海峡花火大会やハウステンボスなど多くの花火の打ち
上げに携わっていますが、川まつりのように川沿いで陸
上から 100 ｍほどの打ち上げ箇所を確保できるのは、ま
れな方だと思います。川まつりの花火大会の特徴は、100
ｍの幅を生かしたワイド感と、遠賀川に映る花火の様子
を同時に楽しめることではないでしょうか。川まつりの最

後は「冠
かむろ

」という直径は 100 ｍ～ 120 ｍほどになる
花火で締めていますが、打ち上げ後に会場から起こ
る大きな拍手は、どんな喜びにも代えられません。

花火を楽しむためには、その祭りでのルールを
守って見てほしいですね。

筑前中間祭り実行委員会のみなさん

相田 英寿 さん

（株式会社ワキノアートファクトリー）

遠賀川と花火の融合を楽しんでほしい
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平成 27年 4月 1日現在

区　　　分 中　間　市 国
決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 146,500円 142,100円

技能労務職 高校卒 146,500円 円
―　　

４. 職員の初任給の状況

平成27年 4月1日現在

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

中間市 314,387円 40.5 歳 365,291円 49.2 歳

注意　平成 27年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

３.職員の平均給料月額・年齢の状況

（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 1 人当たり
給 与 費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・　
勤勉手当

計
Ｂ

26年度 人
299（23）

千円
1,183,101

千円
185,339

千円
432,399

千円
1,800,839

千円
6,023

注意　１．職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
　　　２．職員数は平成 26年４月１日現在の人数です。
　　　３．（　）内は再任用短時間勤務職員数を外数で計上しています。
　　　４．給与費には、再任用短時間勤務職員等分を含んでいます。

２. 職員給与費の状況

（普通会計決算）

区　分 住民基本
台帳人口

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率

（Ｂ／Ａ）
25 年度の
人件費率

26年度 平成27.３.31現在
43,485人

千円
18,379,096

千円
21,732

千円
2,752,125

％
15.0

％
16.1

注意　１．普通会計とは、一般会計に地域下水道事業特別会計、公共用地先行取得特別会計、
　　　　　住宅新築資金等特別会計を合算したものです。
　　　２．人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

１. 人件費の状況

６. 特別職の報酬などの状況 平成 27年 4月 1日現在
区　　　分 給料月額等 期末手当（支給割合）

給　料
市　長 円

888,000 　　● 6 月期　1.425月分
　　●12月期　1.525月分
　　　　 計　　2.95　月分副市長 円

724,000

報　酬

議　長 円
471,000 　　● 6 月期　1.425月分

　　●12月期　1.525月分
　　　　 計　　2.95　月分

副議長 円
424,000

議　員 円
395,000

人事行政の
運営などの状況

●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

総務課人事給与係からのお知らせ

平成 27年 4月 1日現在

地域手当

支　給　率 10％
支給対象地域 福岡市
支給対象職員数 １人
支給対象職員1人当たり平均支給年額（26年度決算） 332千円

注意　平成25年４月１日付、福岡県後期高齢者医療広域連合への職員派遣（福岡市勤務）による支給です。

平成 27年 4月 1日現在

特殊勤務手当

区　　　分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度） 23.9％
支給対象職員1人当たり平均支給年額（26年度決算） 100千円
手当の種類（手当数） ８

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 社会福祉業務手当
多くの職員に支給されている手当 救急出動手当（消防職）

時間外
勤務手当

26年度決算
支給総額 51,563千円

職員１人当たり支給年額 184千円

25年度決算
支給総額 50,738千円

職員１人当たり支給年額 179千円

手　当 内　　容　（平成27年４月1日現在）
扶養手当 配偶者13,000円、そのほかの扶養親族は1人につき6,500円
住居手当 借家などに係る費用を負担している職員に月額27,000円を限度に支給　持家不支給
通勤手当 交通機関などを利用している職員に対して月額55,000円を限度に支給

５. 職員手当の状況 平成 27年 4月 1日現在
区　　　分 中　間　市 国

期末手当
勤勉手当

支給月 支　給　率 支　給　率
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分（0.65）
0.75 月分（0.35）

1.225月分（0.65）
0.75 月分（0.35）

12月期 1.375月分（0.8）
0.75 月分（0.35）

1.375月分（0.8）
0.75 月分（0.35）

計 2.6 月分（1.45）
1.5 月分（0.7）

2.6 月分（1.45）
1.5 月分（0.7）

職制上の段階
職務の級等に
よる加算措置

有 有

退職手当

区　分 支　給　率 支　給　率
自己都合 勧奨・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続
20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分

勤続
25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分

勤続
35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分

最　高
限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（割増率２％～45％）

1人当たり
平均支給額 4,229千円 22,680千円

注意　１．（　）内は再任用職員に係る支給割合です。
　　　２．�退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 26年度に退職した全職種に係る職員

に支給された平均額です。
８. 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

開始時間 終了時間 １日の勤務時間 １週間の勤務時間
午前８時30分 午後５時15分 ７時間45分 38時間45分

注意　職場などにより、上記と異なる場合があります。

⑴ 職員の勤務時間（標準的な勤務時間）

休暇の種類 休　暇　日　数　等
年次有給休暇 一の年度につき20日を付与（前年に未使用日数がある場合は、最大20日を翌年繰越）
病気休暇 医師の証明などに基づき最小限度必要と認める日または時間を付与

特
別
休
暇

結婚休暇 連続する７日以内（週休日を含む）
生理休暇 生理に伴う身体の異常により、勤務が困難な職員に対し、一の月に２日の範囲内で付与
妊娠障がい休暇 妊娠によるつわりにより、勤務が困難な職員に対し、７日の範囲内で付与

健診休暇 妊娠中の職員が母子保健法に規定する保健指導、健康診査を受ける場合に必要と認めら
れる時間を付与

出産休暇（産前・産後） 妊娠した職員に出産予定日までの８週間、出産日の翌日からの８週間を付与
育児時間 生後１年に達しない子を養育する職員に対し、１日につき２回（１回１時間以内）を付与

子育て支援休暇 子（義務教育終了前の子）の看護、学校行事などへの参加のため、必要な職員に対し、一の
年度において、小学生以下５日、中学生3日（２人以上の場合、最大10日）の範囲内で付与

出産補助休暇 配偶者の出産に際し、２日の範囲内で付与

育児参加休暇 配偶者の出産予定日までの６週間、出産日の翌日から８週間で、子（小学校就学の始期に達しな
い子）を養育するため、勤務しないことが相当であると認められる場合、５日の範囲内で付与

忌引 職員の親族が死亡した場合で、その続柄に応じ、１～10日の範囲内で付与
父母の追悼 １日の範囲内で付与
夏季休暇 ７月～９月までの間において、５日の範囲内で付与

ドナー休暇 骨髄移植のための骨髄、または末梢血幹細胞移植のための末梢血幹細胞を提供する職員
に対し、検査・入院などに必要となる期間の休暇を付与

ボランティア休暇 自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する職員に対し、一の年度において５日の範囲内で付与
リフレッシュ休暇 勤続10年、20年、30年に達した職員に対し、連続した３日の範囲内で付与

短期介護休暇 配偶者、父母、子などの介護が必要な職員に対し、一の年度において５日（要介護者が
２人以上の場合は10日）の範囲内で付与

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母などの負傷、疾病または老齢により日常生活を営
むのに支障があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合、
６月の期間内において必要と認められる２週間以上の期間の休暇を付与（休暇期間は無給）

⑵ 休暇制度

（単位：人）

区　　分
平成 26 年度中に新たに育児休業が取得可能となった職員（育児休業対象者）

うち育児休業取得者数 うち部分休業取得者数
男　　性 9 0 0
女　　性 2 2 0
計 11 2 0

⑶ 育児休業（平成 26 年度）

11. 職員の研修の状況（平成 26年度） （単位：人）

研　修　内　容　等 受講者数
福岡県市町村職員研修所での研修 95
市町村職員中央研修所での研修 3
北九州広域圏市町村との研修 2
全国市町村国際文化研修所での研修 4
人権・同和研修 234
コンプライアンス（法令遵守）研修 51
不当要求研修 77
危機管理術研修 44
法制執務研修 20
ハラスメント研修 94
ゲートキーパー研修 57
住民監査研修 41
チーム力アップ（協働）研修 32
自治大学校 e- ラーニング（地方自治制度・地方公務員制度・地方税財政制度） 6
市町村職員中央研修所e- ラーニング（法令実務・地方税入門徴収編・議会事務） 6

９. 職員の分限および懲戒処分の状況
（単位：人）

区　　　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
勤務成績の不良 0 1 0 0 1
心身の故障 0 0 7 0 7
適格性の欠如 0 0 0 0 0
廃職・過員 0 0 0 0 0
刑事事件に因る起訴 0 0 2 0 2
欠格条項該当 0 0 0 0 0

⑴ 分限処分者数（平成 26 年度）

（単位：人）

区　　　分 免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
法令違反 0 0 0 0 0
職務上の義務違反または職務怠慢 1 0 2 1 4
非行行為 0 0 0 0 0

⑵ 懲戒処分者数（平成 26 年度）

10. 職員の服務の状況 （単位：人）

区　　　分 内　　　　　容 違反者数
法令等および上司の職
務上の命令に従う義務

職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令に従
わなければならない 0

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、または職の不名誉に
なるような行為をしてはならない 2

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力のすべてを用
い、職務にのみ専念しなければならない 0

政治的行為の制限 職員は政治活動をしてはならない 0

争議行為等の禁止 職員はストライキ等をしてはならない 0

営利企業等の従事制限 職員は営利を目的とする私企業を営み、または報
酬を得ていかなる事業にも従事してはならない 0

管理監督責任 管理監督者は、服務規律の確保を図り、部下職員
の行動を適切に指導、監督しなければならない 2

注意　9. 職員の分限および懲戒処分の状況（2）懲戒処分者数の再掲です。

７.部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年 4月 1日現在）

　　　　　　　区　分
　部　門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成 26 年 平成 27 年
議　会 5 5
総　務 69（8） 66（8） ▲3 事務効率化による減員
税　務 22（2） 22（2）
民　生 67（2） 66（3） ▲1（1）
衛　生 18（2） 19（2） 1 衛生業務の充実
農林水産 2（1） 2（1）
商　工 5（1） 7 2（▲1） 商工業務の充実
土　木 30（3） 29（3） ▲1 事務効率化による減員
小　計 218（19） 216（19） ▲2
教　育 35（3） 35（2） （▲1）
消　防 49（1） 49 （▲1）
小　計 84（4） 84（2） （▲2）
病　院 84（2） 80（4） ▲ 4（2） 退職者不補充
水　道 24（1） 24（2） （1）
下水道 9 9
その他 27 26 ▲ 1 事務効率化による減員
小　計 144（3） 139（6） ▲5（3）

合　　　　計 446（26） 439（27） ▲7（1）
注意　１．職員数は、一般職に属する職員であり、臨時または非常勤職員を除いています。
　　　２．（　）内は再任用短時間勤務職員数を外数で計上しています。

一般行政
部門

特別行政
部門

公営企業等
会計部門

12. 職員の福利厚生の状況（平成 26年度）

区　　　分 内　　容
会員数 474人（平成27年４月１日現在）
負担率 会員の掛金：給料月額の5/1000 市の助成金：給料月額の5/1000
負担額（平成26年度決算） 会員の掛金：9,089,934円 市の助成金：8,882,241円

事業
給付事業：結婚祝金、出産祝金、入学祝金、弔慰金、勤続祝金など
保健事業：運動部助成、教養文化部助成、職員レクリエーション助成など

⑴ 中間市職員厚生会

（単位：人）

区　　　分 実　　施　　日 受診者数
健康診断 平成26年 4月1日～平成27年3月31日 477
ＶＤＴ（コンピュータ）作業従事者健康診断 平成27年 2月18日 63

⑵ 職員の健康管理
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中間市からのお知らせ ity news
中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp

Nakama
Infomation C

 

市
で
は
、
第
６
期
中
間
市
高

齢
者
総
合
保
健
福
祉
計
画
に
基

づ
い
て
、
平
成
28
年
度
に
整
備

を
実
施
す
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
公
募
す
る
施
設
種
別

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
事
業

○
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業

●
公
募
期
間　
12
月
10
日
木
～

平
成
28
年
１
月
８
日
金
・
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

●
公
募
対
象
者

○
法
人
で
あ
る
こ
と

※
法
人
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
３
年
以
上
の
介
護
保
険
事
業

運
営
の
実
績
を
有
し
、
法
人

と
し
て
適
正
か
つ
安
定
し
た

経
営
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

○
土
地
・
建
物
は
自
己
所
有
ま
た

は
賃
貸
借
契
約
な
ど
で
長
期

間（
原
則
と
し
て
10
年
以
上
）確

実
に
確
保
で
き
る
事
業
者
で

あ
る
こ
と

●
提
出
書
類　
提
出
書
類
な
ど

は
介
護
保
険
課
の
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.city.nakama.lg.jp

地域密着型事業の事業者を募集します
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
が

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
の
を
記

念
し
て
、「
な
か
ま
シ
ョ
ー
ト
フ

ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
中
間
を
舞
台
と
し

た
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
携
帯

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影

し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
部
門
も
あ

り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
気
軽
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
・
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　
平
成
28
年
１
月

15
日
金

●
テ
ー
マ

○「
な
か
ま
の
良
い
と
こ
動
画
」
部

門
…
中
間
市
の
良
い
と
こ
や
日

常
の
風
景
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
作
品（
５
分
以
内
）

○「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
動
画
」
部
門
…

中
間
市
で
の
日
常
生
活
や
中
間

の
良
さ
が
伝
わ
る
風
景
を
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
た
作
品（
30
秒
以
内
）

●
表

彰

○
最
優
秀
賞
…
各
部
門
１
人

○
優
秀
賞
…
各
部
門
２
人

○
市
長
賞
・
教
育
長
賞
・
議
長

賞
…
各
１
人

○
な
か
っ
ぱ
賞
…
１
人

※
最
優
秀
賞
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

な
ど
10
万
円
分
商
品
券
を
は
じ

め
、
各
賞
に
副
賞
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

ショートフィルムフェスティバルを行います
●問合先　世界遺産推進室　☎（２４５）４６６５

年末年始のごみ・し尿収集、犬猫の引き取り業務
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　
ご
み
の
収
集

●
休
み
期
間　
12
月
31
日
木
～

平
成
28
年
１
月
３
日
日

●
祝
日
な
ど
に
伴
う
収
集

○
12
月
23
日
水
天
皇
誕
生
日
が

も
え
る
ご
み
の
収
集
日
の
地

区
は
収
集
し
ま
せ
ん

○
12
月
30
日
水
が
も
え
る
ご
み
の

収
集
日
の
地
区
は
収
集
し
ま
す

○
１
月
１
日
金
、
２
日
土
が
も

え
る
ご
み
の
収
集
日
の
地
区

は
収
集
し
ま
せ
ん

○
１
月
11
日
月
成
人
の
日
が
も

え
な
い
ご
み
の
収
集
日
の
地

区
は
１
月
４
日
月
に
振
り
替

え
ま
す

※
詳
し
く
は
「
ご
み
だ
し
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
へ
の
自
己
搬
入

　

12
月
30
日
水
～
１
月
３
日
日

は
休
み
の
た
め
自
己
搬
入
で

き
ま
せ
ん

●
粗
大
ご
み
の
受
付

　

12
月
29
日
火
～
１
月
３
日
日

は
休
止
し
ま
す

　
し
尿
の
収
集

●
休
み
期
間　
12
月
29
日
火
～

１
月
３
日
日

※
正
月
の
来
客
な
ど
で
年
末
の

臨
時
収
集
を
希
望
す
る
場
合

は
、
12
月
18
日
金
ま
で
に
環
境

保
全
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
21
日
月
以
降
は
直
接
業
者

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
業

者
の
受
付
は
12
月
24
日
木
ま
で

で
す
。
休
み
期
間
中
は
、
し
尿

収
集
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
便
槽
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
犬
猫
の
引
き
取
り

●
休
み
期
間

○
遠
賀
分
庁
舎
…
12
月
22
日
火

～
１
月
３
日
日

○
宗
像
庁
舎
…
12
月
25
日
金
～

１
月
３
日
日

※
引
取
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

もえるごみ プラスチック もえないごみ
12月23日水天皇誕生日 ×

収集の該当日
はありません

－
12月30日水 ○ －
12月31日木 － －
１月１日金 × －
１月２日土 × －
１月３日日 － －
１月11日月成人の日 － １月４日月

　

ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
な
か
ま

　

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

●
日

時　

12
月
19
日
土
・

午
前
11
時
～
正
午

　

ク
リ
ス
マ
ス
上
映
会

　
子
ど
も
向
け
の
ア
ニ
メ「
キ
ャ

ス
パ
ー
」の
上
映
を
行
い
ま
す
。

お
ば
け
の
キ
ャ
ス
パ
ー
が
友
だ

ち
を
作
ろ
う
と
奮
闘
す
る
短
編

集
で
す
。

●
日

時　

12
月
20
日
日
・

午
後
２
時
～
３
時

●
定

員　
40
人

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

朗
読
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
第
８
回

　
「
年
末
年
始
」
を
テ
ー
マ
に
、

参
加
者
が
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

だ
れ
で
も
参
加
、
見
学
で
き
ま

す
が
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日

時　

12
月
27
日
日
・

午
前
10
時
～
正
午

　

図
書
館
員
お
は
な
し
会

●
日

時　

１
月
９
日
土
・

午
前
11
時
～
11
時
30
分

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

冬休みは図書館へ行こう
●問合先　市民図書館　☎（２４５）４６６４

　

受
験
希
望
者
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
に
願
書
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
と
受
験

案
内
は
、
中
間
市
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
14
日
月

～
平
成
28
年
１
月
９
日
土
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申

請
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
般

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
28
年
２
月

28
日
日
・
午
前
10
時
～

●
場

所

○
北
九
州
地
区
…
九
州
共
立
大

学（
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
１

‐
８
）

○
福
岡
地
区
…
西
南
学
院
大
学

○
筑
後
地
区
…
久
留
米
大
学
御

　
井
学
舎

○
筑
豊
地
区
…
福
岡
県
立
大
学

●
試
験
の
種
類　
甲
種
、
乙
種

全
類
、
丙
種

●
申
込
期
間　
12
月
17
日
木
～

平
成
28
年
１
月
12
日
火
・
消

印
有
効

●
申
込
先　
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー

　
（
〒
812
‐
０
０
３
４　

福
岡

市
博
多
区
下
呉
服
町
１
‐
15

ふ
く
お
か
石
油
会
館
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

危険物取扱者試験を行います
●問合先　消防署　☎（２４５）０９０１

　

知
っ
て
得
す
る

　
「
在
宅
支
援　

教
室
」

　
「
健
康
寿
命
」を
ご
存
知
で
す

か
。
だ
れ
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
講
話
で
す
。
予
約
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
15
日
火
・

午
後
２
時
半
～
３
時
半（
受
付

は
２
時
～
）

●
場

所　
市
立
病
院

●
講

師　
松
田
美
香
さ
ん

（
市
立
病
院
看
護
師
）、
白
山

寿
賀
子
さ
ん（
理
学
療
法
士
）

　

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　
「
医
師
講
話
編
」

　
「
循
環
器
疾
患
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
医
師
の
講
話
を
行
い

ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、
事
前

予
約
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
28
年
１
月

19
日
火
・
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
受
付
は
１
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講

師　
瓜
生
康
平
さ
ん

　
（
市
立
病
院
院
長
）

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
市
立
病
院
に
直

接
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

市立病院の講話に参加してみませんか
●問合先　市立病院　☎（２４５）０９８１

　

ご
家
庭
に
あ
る
露
出
し
た
水

道
管
や
浅
い
所
に
埋
め
て
あ
る

水
道
管
、
太
陽
熱
温
水
器
な
ど

は
、
冬
の
寒
さ
で
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
は
市
販
の
保
温
チ
ュ

ー
ブ
や
布
な
ど
で
保
護
を
し
て

凍
結
し
な
い
よ
う
に
し
、
太
陽

熱
温
水
器
は
事
前
に
水
を
抜
く

な
ど
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

天
気
予
報
に
注
意
し
、
氷
点

下
に
な
り
そ
う
な
と
き
や
冷
え

込
む
夜
は
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
も

凍
結
し
な
い
よ
う
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

夜
間
の
水
道
管
の
凍
結
防
止

に
は
、
蛇
口
か
ら
微
量
の
水
を

垂
ら
す
の
も
有
効
で
す
。
も
し

も
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合
は
、

露
出
部
分
な
ど
に
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
水
道
管
が
破
損
す

る
危
険
が
あ
る
の
で
、
け
っ
し
て

熱
湯
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
が
流
れ
だ
し
た
ら
管
の
破
損

が
な
い
か（
水
洩
れ
し
て
い
な
い

か
）の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
。

水道管にも冬支度を…
●問合先　上水道課　☎（２４６）６２６３
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健（
検
）診
は
お
済
み
で
す
か

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度

最
後
の
集
団
健
診
の
申
し
込
み
を

受
付
中
で
す
。
集
団
健
診
で
は
、
が

ん
検
診
や
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
対
象
の
特
定
健
診
、
20
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
若
い
人
が
対
象
の
わ
か

ば
健
診
が
行
わ
れ
て
お
り
、
と
て
も

便
利
で
す
。
健（
検
）診
の
詳
細
は
、

中
間
市
健
康
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
平
成
28
年
1
月
29

日
金
、
31
日
日
、
２
月
１
日
月

●
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～

11
時（
予
定
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
１
月
６
日
水

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
12
月

21
日
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１

位
で
、
死
亡
数
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
が

ん
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治

療
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
治
療
の

選
択
肢
も
多
く
、
治
療
後
に
お
け

る
予
後
も
良
好
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質
）の
維
持
も
図
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
く
病

気
で
す
。
無
症
状
の
う
ち
に
が
ん

検
診
を
受
け
、
早
期
の
が
ん
発
見

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
検
診
の
対
象
は
症
状
が
な
い
人

で
す
。
症
状
が
あ
る
人
は
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
後
の
流
れ

　
が
ん
検
診
で
は
、「
が
ん
が
あ
り
そ

う（
異
常
あ
り
）」「
が
ん
が
な
さ
そ
う

（
異
常
な
し
）」
と
い
う
こ
と
を
判
定

し
ま
す
。「
が
ん
が
あ
り
そ
う
」
と
精

密
検
査
を
勧
め
ら
れ
た
人
は
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
精
密
検
査
を
受

診
し
て
、「
異
常
な
し
」
や
「
良
性
の

病
変
」
と
な
っ
た
人
は
、
翌
年
の
検

診
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
補

助
が
あ
り
ま
す
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

エネルギー：558㎉
食塩：1.7ｇ

グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
な
か
ま

100
回
記
念
遠
賀
川
清
掃
を
行

い
ま
し
た

　

毎
月
第
２
日
曜
日
の
「
環
境
美

化
の
日
」
に
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
「
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー

ン
な
か
ま
」
が
、
11
月
８
日
日
に

100
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
、
遠
賀
川
の
河
川
敷
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
間
高
校
や
中
鶴
少

年
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
近
隣
の
自
治
会
の
み
な

さ
ん
な
ど
60
人
を
超
え
る
市
民
が

集
ま
り
、
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
、
250
㎏
を
超

え
ま
し
た
。

　

定
例
の
「
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン

な
か
ま
」（
な
か
ま
の
環
境
を
良

く
す
る
会
主
催
）は
、
毎
月
第
２

日
曜
日
・
朝
９
時
に
Ｊ
Ｒ
中
間
駅

前
に
集
合
し
、
筑
鉄
通
谷
電
停
ま

で
の
区
間
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

遠
賀
川
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

の
河
川
や
道
路
沿
い
な
ど
の
公
共
の

場
所
や
空
き
地
に
、
ゴ
ミ
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど
が
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
散
乱
し
た
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
快

適
な
生
活
環
境
を
損
な
う
ば
か
り

か
、
地
域
の
生
態
系
や
治
安
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
や
河
川
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
治
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
。
市
民
１
人
１
人

が
モ
ラ
ル
と
責
任
を
持
ち
、
ご
み

を
捨
て
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

マイナンバー制度に便乗した
不審な電話などにご注意ください

①�たまねぎ、にんにく、しょうがはみじん
切りに、かぼちゃ、にんじんは１口大に、
トマトは皮をむいて粗みじんに切る。
②�鍋にオリーブ油と①を入れてよく妙め、
カレー粉を加えたら大豆と水を加えて
煮込み、スープの素・カレールーを入れ、
溶けたらトマトを加えて味を整える。
③�さば缶を入れ、身をほぐして５分ほど煮る。

さば缶カレー

さば缶（水煮）…１缶、かぼちゃ
…250g、にんじん…200g、たま
ねぎ…300g、大豆（ゆで）…100g、
トマト（大）…１個、カレー粉…大
さじ１、カレールー…50g、オリー
ブ油…大さじ１、スープの素…１個、
水…２カップ、にんにく・しょうが…
適量、ごはん（１人分）…150g

材料（５人分） 作り方

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 減量率

10 月 917,690㎏ 957,500㎏ △ 39,810㎏ △ 4.2％

累計 6,670,000㎏ 6,812,490㎏ △ 142,490㎏ △ 2.1％

　

全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
順

次
通
知
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し

て
、「
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
」「
個
人
情
報
を
調
査
す
る
」

な
ど
と
い
っ
た
不
審
な
電
話
や
訪

問
に
関
す
る
相
談
が
全
国
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
便
乗
し
た
不
審
な
電
話
は
す

ぐ
に
切
り
、
来
訪
が
あ
っ
て
も
断

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
事
例
１

　

行
政
機
関
を
名
乗
っ
て
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
と
手

続
き
が
面
倒
に
な
る
の
で
、至
急
、

振
込
先
の
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

■
事
例
２

　

行
政
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
個
人
情
報
を
調
査
中
で
あ

る
」
と
言
っ
て
、女
性
が
来
訪
し
、

資
産
や
保
険
の
契
約
状
況
な
ど

を
聞
か
れ
た
。
本
当
に
行
政
機
関

が
そ
の
よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る

の
か
。

■
事
例
３

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
管
理
し
ま
す
」と
い
う

電
話
が
あ
っ
た
。「
専
門
家
が
管

理
す
る
の
か
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
私
が
管
理
す
る
」
と
言
っ
た
の

で
、
電
話
を
切
っ
た
。

■
事
例
４

　

男
性
か
ら「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

順
次
届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続

き
を
し
て
い
る
が
、
あ
な
た
は
手

続
き
を
し
て
い
る
か
」と
電
話
が
あ

っ
た
。「
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
」と
答
え
る
と
、「
早
く
手
続
き

を
し
な
い
と
刑
事
問
題
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
」な
ど
と
言
わ
れ
た
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組

み
な
ど
全
般
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

がん検診

異常
なし

次回の
検診

異常なし
または

良性の病変

治 療

が ん

異常
あり

精密
検査

中間高校ボランティア同好会のみなさんも参加

これだけ集めてもまだ拾いきれないごみが。中には粗大ごみも
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よくわかる
医療講座
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No

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

今月のテーマ

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

中間市立病院☎（２４５）０９８１

腫
しゅようせいすいのうほう

瘍性膵嚢胞
九州大学第一外科

大園 慶吾 医師

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り
☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館

腫
瘍
性
膵
嚢
胞
と
は

　
正
常
な
膵
臓
は
、
た
ん
ぱ
く
質
、
炭

水
化
物
、
脂
肪
を
分
解
す
る
酵
素
を

作
り
、
膵す

い
か
ん管
と
い
う
管
を
通
し
て
十
二

指
腸
に
送
り
ま
す
。
こ
の
膵
管
の
粘
膜

に
粘
液
を
作
る
腫
瘍
細
胞
が
で
き
、
こ

の
粘
液
が
膵
内
に
た
ま
っ
て
袋
状
に
見

え
る
も
の
を
「
腫
瘍
性
膵
嚢
胞
」と
呼

び
、
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
腫
瘍
を
ま

と
め
て
こ
の
よ
う
に
表
現
し
ま
す
。
特

に
病
的
な
も
の
で
は
な
い
も
の
の
ほ
か

に
、
腫
瘍
や
炎
症
に
関
連
し
た
嚢
胞
が

あ
り
、
原
因
や
病
態
に
よ
っ
て
は
治
療

や
慎
重
な
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
膵
炎
な
ど
に
伴
う

仮か
せ
い
の
う
ほ
う

性
嚢
胞
や
中
年
女
性
に
比
較
的
多
い

と
さ
れ
る
漿し

ょ
う
え
き
せ
い
の
う
ほ
う
せ
い
し
ゅ
よ
う

液
性
嚢
胞
性
腫
瘍（
Ｓ
Ｃ

Ｎ
）は
良
性
、
膵す

い
か
ん
な
い
に
ゅ
う
と
う
ね
ん
え
き
せ
い
し
ゅ
よ
う

管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍

（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
）、
粘ね

ん
え
き
さ
ん
せ
い
す
い
し
ゅ
よ
う

液
産
生
膵
腫
瘍（
Ｍ
Ｃ

Ｎ
）と
い
っ
た
名
前
の
腫
瘍
は
悪
性
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

腫
瘍
性
膵
嚢
胞
の
問
題
点

　

腫
瘍
性
膵
嚢
胞
に
限
ら
ず
、
膵す

い
が
ん癌

に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
膵
臓
の

病
気
は
症
状
が
出
に
く
い
の
が
特
徴

の
１
つ
で
す
。
悪
性
の
場
合
、
症
状
が

出
た
と
き
に
は
既
に
手
術
が
で
き
な
い

ほ
ど
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
膵
臓
は
お
腹
の
中
の
深

い
位
置
に
あ
る
た
め
、
検
査
が
難
し

く
十
分
に
観
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
の
も
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
他
の

病
気
で
撮
っ
た
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
た
ま

た
ま
膵
臓
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

悪
性
の
可
能
性
の
あ
る
腫
瘍
性
膵

嚢
胞
の
中
で
、
近
年
特
に
注
目
を
浴
び

て
い
る
の
が
膵
管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍

（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
）で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
腫
瘍
性
膵
嚢
胞
の
中
で
最
も

頻
度
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
良

性
か
ら
悪
性
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
へ

と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
と
診
断
さ
れ
た
と

き
に
、
良
性
な
の
か
、
そ
れ
と
も
す
で

に
悪
性
に
変
化
し
て
い
る
の
か
な
ど
慎

重
に
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
の
診
断

　

Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
は
腫
瘍
が
主
膵
管
に
存
在

し
、
粘
液
が
主
に
主
膵
管（
太
い
膵
管
）

に
た
ま
る「
主
膵
管
型
」と
腫
瘍
が
主
に

分
枝（
細
い
膵
管
）に
存
在
し
、
分
枝
内

に
粘
液
が
た
ま
る「
分
枝
型
」と
両
者
の

「
混
合
型
」に
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。「
主

膵
管
径
が
10
㎜
以
上
」「
体
が
黄
色
く

な
る（
黄
疸
）の
症
状
」「
血
流
の
あ
る
結

節
」の
場
合
、
悪
性
の
可
能
性
が
あ
り
、

手
術
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
に

限
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
腫
瘍
性
膵
嚢
胞
の

確
か
な
診
断
を
得
る
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
加
え
て
内
視
鏡
下
胆
管
膵
管

造
影
検
査（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）と
い
っ
た
胃
カ

メ
ラ
の
よ
う
な
検
査
な
ど
で
多
角
的
に

評
価
し
て
診
断
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
心
配
な
人
や
気
に
な
る
人
は
、
問

診
、
診
察
に
加
え
て
、
ま
ず
は
痛
み
を

伴
わ
な
い
腹
部
超
音
波（
エ
コ
ー
）検
査

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
外

来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　１月13日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　１月９日土、15日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　１月９日土、15日金、28日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　12 月 14 日月、21 日月、28
　日月～１月４日月、12 日火
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

運命の花びら上・下（一般書）
森村誠一・著
吉良邸討ち入りによって仲を裂かれた赤穂
浪士・前原伊助と、吉良家の奥女中・千尋。
以後、日本の歴史を彩った節目に、ふたり
の家系に連なる者たちが幾度も巡り会う。

本の福袋

どんな本が入っているかは開けてみてのお
楽しみ。図書館がテーマごとに選んだ本３
冊が入った福袋を１人１冊貸し出します。

クリスマスイヴの木（児童書）
デリア・ハディ・作　エミリー・サットン・絵
明日はクリスマス。お店に取り残された1
本の小さなモミの木を手に入れた、貧しい
ひとりの男の子。クリスマスイヴに起こっ
た素晴らしい奇跡のお話。

　遠賀川水源地ポンプ室の世
界遺産登録を記念して関連資
料のパネル展示とギャラリート
ークを行います。
● 展示期間　平成 28 年 1 月 11

日月まで
● ギャラリートーク日時　12 月

19 日土・午後２時～３時
●定 員　30 人
● 申込方法　窓口または電話で

申し込んでください

世界遺産登録記念イベント

読書ポイントキャンペーン

図書館の本を読んで、読書通帳に 60 冊あな
たの感想をためましょう。参加賞もあります。
● 期 間　12 月 10 日木～平成 28 年 2

月 14 日日

　
「
い
っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
。」

　

５
年
生
に
な
っ
て
言
わ
れ
た
こ

の
一
言
が
、
私
の
気
持
ち
を
変
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
４
年
生
の
時
ま
で
、
登
校

の
時
や
昼
休
み
は
い
つ
も
友
達
と

い
っ
し
ょ
で
し
た
。
た
だ
一
つ
下

校
の
時
だ
け
、
私
は
１
人
で
し
た
。

仲
の
良
い
友
達
と
帰
る
方
向
が
ち

が
っ
た
り
、
友
達
が
学
童
に
行
っ
て

い
た
り
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
帰
る
人

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
年
生
に
な
り
、
仲
の
良
か
っ

た
友
達
と
別
々
の
ク
ラ
ス
に
な
り

ま
し
た
。
５
年
生
に
な
っ
て
何
日
か

過
ぎ
た
あ
る
日
、
今
ま
で
一
度
も
同

じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
友
達
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
に
な
り
、
そ
の
友
達
と
親
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
た
っ
て
言
わ
れ
た
の
が
、「
い
っ

し
ょ
に
帰
ろ
う
。」
で
し
た
。
私
は

す
ご
く
う
れ
し
く
て
、
毎
日
の
下

校
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

友
達
が
言
っ
て
く
れ
た
一
言
が
、

い
つ
も
さ
び
し
か
っ
た
下
校
の
時
間

を
、
楽
し
い
時
間
へ
と
変
え
て
く
れ

ま
し
た
。
た
っ
た
一
言
で
、
人
の
気

持
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
勇
気
が
な
く
、
自
分
か
ら
友

達
に
「
い
っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
。」
と

な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。
き
っ
と
こ

の
作
文
を
読
ん
だ
人
の
中
に
も
、
私

と
同
じ
よ
う
な
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
こ
の
作
文
を
読
ん
で
変

わ
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
自
分
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
な
い
私
で
す
が
、「
絶
対
に
声

を
か
け
よ
う
。」「
努
力
し
よ
う
。」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
み
な

さ
ん
に
も
勇
気
を
出
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

だ
れ
か
に
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
で
う
れ
し
か
っ
た
気
持
ち
を
、
同

じ
よ
う
な
な
や
み
を
持
っ
て
い
る
人

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
が
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
同

じ
よ
う
な
な
や
み
を
持
っ
て
い
る
人

に
勇
気
を
あ
た
え
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
勇
気
を
出
し
て

言
う
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
大
き

な
一
歩
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
周
り
の
友
達
で
さ

み
し
そ
う
な
人
が
い
た
ら
、
勇
気

を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
一
言
で
、
友
達
の
気
持

ち
を
変
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
う
れ
し
い
と
感
じ
た

友
達
は
、「
今
度
は
自
分
の
番
だ
。」

と
思
え
る
は
ず
で
す
。
声
を
か
け

ら
れ
た
人
が
次
の
人
に
声
を
か
け

そ
の
人
が
ま
た
声
を
か
け
る
こ
と

が
続
い
て
い
く
と
さ
み
し
い
思
い
を

し
て
い
る
人
が
減
る
と
思
い
ま
す
。

　

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
く

れ
た
友
達
の
お
か
げ
で
、
私
は
勇

気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
は
、
自
分
の
た
め
に
、

他
人
の
た
め
に
、
勇
気
を
出
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人権標語
ありがとう　言われるだけで　うれしいね
 　　中間小学校卒業 山﨑　玲奈さん

せかいじゅう　しんじあうはな　さかせよう
 　　中間小学校５年 中山　凌太朗さん

気づこうよ　命の重さ　計れない
 　　中間中学校３年 河合　舞姫さん

平成 25 年度小・中学校人権作文から

私たちが感じた人権問題
「勇気ある一言で変えられる」

久保 帆乃香さん
（中間北小学校６年）
平成26年度小・中学校人権作文から
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就
業
支
援
、
養
育
費
相
談
、
出

張
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
支
援
相
談

　

市
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
、
父（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
就
業
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
前
に
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
、
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
就
業
支
援
相
談
員
が
市
役
所

な
ど
に
出
向
い
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
日
曜
日
は
午
前
９
時
～
午

後
４
時
に
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
同
様
に
行
い
ま
す
。

　

養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

　

ひ
と
り
親
家
庭
、
離
婚
協
議
中

の
人
な
ど
を
対
象
に
専
門
相
談
員

が
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
日

時　
午
前
９
時
～
午
後

４
時（
平
日
の
み
）

　

出
張
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
、

出
張
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
宗
像
市
役
所
…
毎
月
第
１
・
第

３
水
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時

○
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎
…
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
１

時
～
３
時

※
ど
ち
ら
も
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
き
ま
す
。

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
離
婚
協
議
中
の

人
な
ど
を
対
象
に
弁
護
士
が
養
育
費

な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関
し
て
無

料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日

時　
平
成
28
年
１
月
20

日
水
・
午
後
１
時
～
３
時

●
場

所　
福
岡
県
飯
塚
総
合

庁
舎（
飯
塚
市
新
立
岩
８
‐
１
）

※
相
談
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
１

日
先
着
４
人
ま
で
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

　

平
日
６
日
間（
延
べ
30
時
間
）で

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
操
作
、
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
就
労
に
結
び

つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
期

日　
１
月
19
日
火
、
21

日
木
、
26
日
火
、
２
月
２
日
火
、

４
日
木
、
９
日
火

●
時

間　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

●
場

所　
福
岡
県
飯
塚
総
合

庁
舎（
飯
塚
市
新
立
岩
８
‐
１
）

●
受
講
資
格　
県
内
に
住
む
ひ
と

り
親
家
庭
の
父
・
母
、
寡
婦
の

人
で
、
こ
の
技
能
を
活
か
し
就

職
・
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

※
福
岡
市
・
北
九
州
市
在
住
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
の
１
、０
０
０
円

程
度
は
自
己
負
担
で
す
。

●
定

員　
10
人
・
書
類
選
考

※
開
講
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

●
託

児　
あ
り（
事
前
予
約
制
）

※
託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
～
就
学

前
で
す
。

●
申
込
締
切　
12
月
21
日
月
・
必
着

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
福
岡
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を

飛
ば
そ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作

り
、
飛
距
離
を
競
い
ま
す
。
遠
く

ま
で
飛
ば
し
た
人
に
は
賞
品
が
あ

る
か
も
。
参
加
無
料
で
す
。

●
日

時　
平
成
28
年
１
月
23

日
土
・
午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
間
北
小
学
校

●
対

象　
小
学
４
年
生
以
上

●
定

員　
24
人
・
先
着
順

●
持
っ
て
く
る
も
の　
1.5
Ｌ
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル（
く
び
れ
が
な
い
ま
っ

す
ぐ
な
形
の
も
の
）２
本
、
は
さ
み

●
申
込
締
切　
１
月
15
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

子
ど
も
の
権
利
条
約
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
、

日
本
で
１
９
９
４
年
に
発
効
し
た

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」。
こ

の
条
約
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の

子
ど
も
の
権
利
や
自
由
を
尊
重
し
、

子
ど
も
に
対
す
る
保
護
と
援
助
を

図
り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

●
条
約
の
主
な
内
容

○
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と

や
遊
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
す

○
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す

○
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
に
保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
す

○
子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴

力
、
虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か

ら
守
ら
れ
る
べ
き
で
す

●
問
合
先　
福
岡
県
青
少
年
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
７

中
間
市
・
遠
賀
郡
の
指
定
ご
み
袋
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

広
告
の
掲
載
は
平
成
28
年
４
月

以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込

方
法
や
広
告
料
金
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
販

売
開
始
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
広
告
を
掲
載
す
る
指
定
袋　
平

成
28
年
度
中
に
作
成
す
る
「
も

え
る
ご
み
」（
大
）と（
中
）の
袋

●
予
定
数
量

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
275
万
枚

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
140
万
枚

※
数
量
は
予
定
で
す
。

●
広
告
掲
載
料（
１
枠
に
つ
き
）

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
20
万
円

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
10
万
円

※
応
募
多
数
の
と
き
は
組
合
で
選

考
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　
12
月
14
日
月
～
平

成
28
年
１
月
８
日
金

●
応
募
・
問
合
先　
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
☎（
２
９
３
）３
５
８
１

自
分
だ
け
の
野
球
グ
ラ
ブ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
体
育
協
会
・
ミ
ズ
ノ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
１
０
、０
０
０
人

グ
ラ
ブ
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
で
野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

野
球
を
や
っ
て
い
る
親
子
も
や

っ
て
い
な
い
親
子
も
大
歓
迎
、
男

女
の
別
も
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
平
成
28
年
１
月
10

日
日

●
時

間

○
午
前
10
時
～

○
午
後
２
時
～

●
参
加
料　
５
、０
０
０
円

※
20
歳
以
上
の
保
護
者
が
同
伴
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
問
合
先　
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

「
一
日
父
親
行
事
」に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　

母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
た
め
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬

は
、
小
倉
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ
ワ
ー
ル

ド
に
映
画
「
リ
ト
ル
プ
リ
ン
ス
～

星
の
王
子
さ
ま
と
私
～
」
を
見
に

行
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
25
日
金

●
集
合
時
間　
午
前
８
時
40
分

※
帰
着
は
午
後
２
時
30
分
ご
ろ
の

予
定
で
す
。

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前

●
対

象　
小
学
生
・
中
学
生

●
参
加
料

○
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
…
無
料

○
母
子
寡
婦
福
祉
会
非
会
員
…

　
１
、０
０
０
円

●
申
込
締
切　
12
月
18
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
市
役
所
売
店

　
☎（
２
４
４
）１
１
１
１

　
（
内
線　
１
９
０
６
）

「
在
宅
医
療
相
談
窓
口
」を

開
設
し
ま
し
た

　

遠
賀
中
間
医
師
会
で
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て

療
養
生
活
を
送
る
こ
と
を
支
援
す

る
た
め
に
、
在
宅
医
療
支
援
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
10
月
に
在
宅
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
中
に「
在
宅
医

療
相
談
窓
口
」を
開
設
し
、
在
宅

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目

な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
無
料
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
員
が
無

料
で
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
。

●
場

所　
遠
賀
中
間
医
師
会

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
１
７
２
５

‐
２
お
ん
が
病
院
内
）

●
相
談
員　
看
護
職
の
介
護
支

援
専
門
員

●
相
談
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

窓
口

●
問
合
先　
在
宅
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

　
☎（
２
８
１
）３
１
０
０

　
℻（
２
８
１
）３
１
０
１

○
メ
ー
ル
…

　

zaitaku-s@onnaka-med.or.jp

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://www.onnaka-med.or.jp/

　

zaitaku/

健
康
福
祉
商
品
券
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
課
、
福
祉
支
援
課
、

こ
ど
も
未
来
課
か
ら
８
月
・
９
月

に
送
付
し
た「
健
康
福
祉
商
品
券
」

の
使
用
期
限
は
平
成
28
年
１
月
24

日
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
団
健
診
や
が
ん
検
診

な
ど
の
健
診
受
診
者
に
販
売
し
た

「
健
康
福
祉
商
品
券
」
の
使
用
期
限

も
１
月
24
日
で
す
。
ま
だ
購
入
し

て
い
な
い
人
も
、
健
診
受
診
済
み

で
あ
れ
ば
商
工
会
議
所
で
購
入
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

○
介
護
保
険
課
…

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
８

○
福
祉
支
援
課
…

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

○
こ
ど
も
未
来
課
…

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

○
保
健
セ
ン
タ
ー
…

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

大
学
な
ど
へ
の
進
学
を

応
援
し
ま
す

　
「
一
般
財
団
法
人
余よ

け
い慶
会
」
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
学
習
意
欲

が
高
く
、
進
学
を
希
望
す
る
高
校

生
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
奨
学
金
額　
50
万
円（
年
額
）

※
返
済
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格　
以
下
の
す
べ
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と

○
福
岡
県
内
の
高
等
学
校
に
在
籍

し
、
平
成
28
年
３
月
卒
業
予
定

の
生
徒

○
ひ
と
り
親
家
庭（
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
家
庭
）、
里
親

家
庭
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
に

入
居
し
て
い
て
、
学
習
意
欲
が

高
く
、
大
学
な
ど（
短
期
大
学
、

専
門
学
校
を
含
む
）へ
の
進
学
を

希
望
す
る
生
徒

●
募
集
人
数　
40
人
程
度

●
選
考
方
法　
書
類
審
査

●
申
込
期
限　
12
月
31
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
一
般
財
団
法

人
余
慶
会

　

☎
０
９
２（
５
１
７
）５
６
６
８

地域別最低賃金（１時間） 効力発生日

福岡県最低賃金 743 円 10 月４日

特定最低賃金（１時間） 効力発生日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業

881 円

12 月 10 日

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

837 円

輸送用機械器具製造業 860 円

百貨店、総合スーパー 802 円

自動車（新車）小売業 850 円

これらの特定最低賃金に該当しない産業は、福岡県最低賃
金（１時間 743 円）が適用されます。
● 最低賃金は正社員だけでなく、パートタイマー・アルバイト・

派遣労働者など、すべての労働者に適用されます
● 最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外

労働・休日労働などの割増賃金、賞与、臨時の賃金は参
入されません

● 月給制の場合は、月給を１か月平均の所定労働時間で除
して金額を比較してください

● 派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されます

　詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課【☎ 092（411）
4578】または、お近くの労働基準監督署にお問い合わせく
ださい。

福岡県の最低賃金が改定されます

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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まちのわだい

昨年まで行われていた「やすらぎイル
ミ」に代わり、さまざまなイベントが行
われました。冒頭、「中間市の未来を
考える」作文コンテストで市内の中学生
６人を表彰。その後、親子フットパス
に参加した子どもたちが、かわいい衣
装に身を包んで市内を練り歩いたり、
ダンスコンテストでは、華麗なパフォ
ーマンスで観客を魅了したりと会場の
内外は大盛り上がり。仮装大会では、
アニメのキャラクターに扮した中学３
年生の女子２人が栄冠を手にしました。

ハロウィンで 仮装して知る 地域の輪
10 月 31 日・エタンセル＠ NAKAMA、ハロウィンフットパス

垣生公園で行われた植樹祭に73組の親子が集まり、植
樹と記念撮影を行いました。29 回目を迎えるこの行事
は、昨年生まれた新生児が緑樹のようにすくすくと育つ
ことを願い、年に２回咲くという十月桜を植樹するもの。
九州場所のために中間市に滞在していた武蔵川親方も
記念撮影に急きょ参加、子どもたちは大はしゃぎでした。
今年もこれまでに植えてきた垣生公園と屋島公園の十
月桜が、満開の姿を見せてくれました。

秋さくら 愛でて願うは 子の成長
10 月 25 日・第 29回「緑の日」記念植樹祭
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今年も武蔵川親方たちが見守る中、白熱した闘いが繰
り広げられました。子どもたちの土俵際の粘りに、見て
いるこちらがグッと力を込めてしまう、そんなどきどき
する展開ばかりでした。体の小さな子が大きな子に挑ん
だり、女の子が男の子を負かしたりすると会場からは惜
しみない拍手が送られ、歓声と笑い声に包まれました。
大会後の表彰式で、ちびっこ力士たちは武蔵川親方に
握手をしてもらい、満足そうに笑顔を見せました。

土俵際 意地がぶつかる 根競べ
10 月 25 日・第４回中間市小学生相撲大会

帚木蓬生さんは中間市在住の医師で、作家としても活動
しています。1992年に「三たびの海峡」で第14回吉川英
治文学賞を受賞し、その名を世に広めました。今回は17
年前に起きた「和歌山カレー事件」について講演。著書
「悲

ひ そ

素」を執筆するにあたり、膨大な資料を検証してたど
りついた真相について語られました。この日集まった200
人を超える聴衆は、先生の深い考察とユニークな語り口
に感心と笑顔を寄せていました。

資料から ひも解く事実 数知れず
11 月 11 日・帚

ははきぎ

木蓬
ほうせい

生講演会

なかまハーモニーホールで暴力追放市民集会・防犯大
会が開催されました。松下俊男市長は、「市民がずっと
安心して暮らせる中間市づくりを進める」と力強く宣言。
折尾警察署の尾上勇治署長は「暴力のないまちをつくる
には、みなさんの協力が必要。暴力団がいられない雰
囲気をつくりましょう」と呼びかけました。集会の後、
約700人の参加者は「暴力団を恐れないぞ」などと唱和
しながら市内を行進しました。

暴力に 負けぬ勇気で つくるまち
11 月 19 日・中間市暴力追放市民集会・中間市防犯大会

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

「パンに合う和食」という一風変わったテーマにひかれ、
32人の料理好きが集まりました。「バランスよく栄養を
摂ることが大切です。パンには意外と多く塩分が含まれ
るので、付け合せで食べるものには注意してください」
といった栄養士の講話に熱心に耳を傾けていました。
その後、実際にパンに合う和食を作り、「とてもおいしい。
これなら、朝だけでなく夜にも食べられる」とほおを緩
ませました。

パンに合う?! 料理の幅が 広がるね
11 月５日・パンに合う和食の料理教室

世界遺産登録を記念して、小中学校の給食に特別献立
が並びました。赤飯やすまし汁と一緒に提供された堅
パンは、製鐵所の作業員の栄養補給のためにと、小さ
く持ち運べるよう開発され、現在は保存食としても利用
されています。初めて目にする小学生は「歯が折れたら
どうしよう」「チョコレートの味がする」など興味津々。
そのままかぶりついたり、牛乳に浸して柔らかくして食
べたり、大正時代から続くアイデア食品を堪能しました。

堅パンは 大正ロマンの 音がした
11 月 18 日・祝�世界文化遺産登録記念献立



25 Nakama City Public Relations 24広報なかま 12月 10日号

国保事業の決算を報告します
　中間市の国民健康保険被保険者数は、平成２７年３月末で 12,807 人、人口に占める国保加入率は
約29.5％、前年度加入者数と比べると190人減少、加入率は同率ですが、加入者数は年々減少傾向です。
　平成 26 年度特別会計国保事業の決算では、12 億 4,661 万円が累積赤字、単年度決算では 422
万円の黒字でした。これは、繰入金総額 4億 9,194 万円のうち一般会計からの法定外繰入金として
7,500 万円を繰入れたことによるものです。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

　
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
と
効
き
目
の
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
価
格
が
安
く
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
乳
幼
児
・
児
童
医
療
」「
重
度
障
害

者
医
療
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
」
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
い
る
人
も
活
用
で
き
ま
す
。
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
重
複
受
診
を
避
け
る

　
同
じ
病
気
で
２
か
所
以
上
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
を
重
複
受
診
と
い
い
ま
す
。
重
複

受
診
は
、
医
療
費
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
る
体
へ
の
悪
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
は
診
療
時
間
内
に

　
診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、
医
療
費
が
多

く
か
か
る
た
め
、
救
急
な
ど
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
い
て
、時
間
外
受
診
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
を
活
用

　
服
用
中
の
薬
を
記
録
す
る
お
薬
手
帳
は
、
薬

の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
の
副
作
用
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
診
時
に
は
必
ず
携
行
し
、
手

帳
は
１
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

■
治
療
中
の
病
気
を
重
症
化
さ
せ
な
い

　
自
己
判
断
で
薬
の
服
用
を
や
め
た
り
、
薬
の

服
用
量
を
調
節
し
た
り
、
途
中
で
治
療
を
中
断

し
た
り
す
る
こ
と
は
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
病
状
や
治
療
で
不
安
に
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　
健
康
増
進
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
６

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
て

歳入の 15.5％が国民健康保険税

　国保の事業は、国保加入者のみなさんに納めていただ
いた国保税と、国および県の交付金などで運営されてい
ます。加入者全員で支え合うことで成り立つ制度であり、
加入者のみなさんが安心して医療機関を受診するために
は、国保税を納付していただくことが大切です。今後も
国保税の納付にご理解とご協力をお願いします。

歳出の 55.7％が医療費

　医療費、コルセット費用などの保険給付費がもっとも
多く、歳出の 55.7％を占めています。大変厳しい決算
状況の健全化を図るためには、医療費の適正化を推進
する必要があります。40 ～ 74 歳で国保に加入してい
る人は、年に 1 度、特定健康診査とがん検診を受診し、
生活習慣病の早期発見、早期治療を心がけましょう。

国民健康保険税
９億505万円
（15.5％）

国庫支出金
14億 8,134万円
（25.4％）

交付金
25億 8,284万円
（44.3％）

県支出金
３億5,159万円
（6.0％）

繰入金
４億9,194万円
（8.4％）

その他
2,318万円
（0.4％）

保険給付費
39億 4,398万円
（55.7％）支援金・拠出金など

14億 243万円
（19.8％）

介護納付金
２億7,121万円
（3.8％）

前年度繰上
充用金

12億 5,083万円
（17.7％）

その他
２億1,410万円
（3.0％）

歳入　58億3,594万円 歳出　70億8,255万円

まちのわだい

中間市出身で元プロ野球選手の島田誠さんを迎え、小
学生野球教室が行われました。スポーツ少年団に所属
する60人以上の子どもたち１人１人に打撃や走塁の技
術を伝授。バットを構える位置や足幅の決め方などを細
かく指導してもらい、子どもたちも真剣そのものでした。
島田さんは「基本と苦手なことを率先して練習することで
上手になれる。もっともっと練習してもっともっと野球を
好きになってください」と夢への道を話してくれました。

つらい練習 続けた先に プロの道
11 月 29 日・島田誠野球教室

個性あふれる93点の力作が集まり、５作品が表彰され
ました。市長賞に選ばれた底井野小の別府悠太くん（左
から２番目）は「本を読むのが
好きで、休み時間も図書館で
過ごすことがある」と話してく
れました。子どもたちが、人生
を豊かにする本とたくさん巡り
合えるといいですね。

絵で見せる 頭の中の 感想文
10 月 24 日・読書感想画コンクール表彰式

市長賞　「王様魔法ゲーム」
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平成26年度の

松下村塾は、工業教育論を提唱した吉田松陰が１８５７年
から５８年に主宰した私塾で、松陰神社の中にあります。
１８３０年、萩藩士の杉百合之助の二男として生まれた松陰
は、藩の兵学師範として藩校明倫館で兵学を教えます。さ
らに、兵学の専門家として日本各地を旅し、知識と見聞を
広めていきます。５３年、黒船来航を聞いた松陰は浦賀へ
急行し、欧米の軍事力を目の当たりに。自分の目で海外の
実情を知りたいと、翌年再来航した黒船に乗り込もうとし
ますが拒絶され、囚えられます。実家に幽閉された松陰は
５６年３月、教えを請いに集まってきた人々に講義を始めま
したが、５８年、幕府政治を批判したとして投獄され、塾
は閉鎖されました。松下村塾は、日本が工業化に取り組み
始めた1850 年代の地域社会での人材育成の要素を示す
施設として、世界遺産の資産に加えられています。松陰は
海防の観点から工学教育の重要性を提唱し、教育施設を
設立。技術者を総動員して自力で産業近代化を実現しよう
と説きました。その教えを継いだ塾生らの多くが、後の日
本の近代産業化の過程で重要な役割を担ったのです。

松下村塾

● 場 所　山口県萩市大字椿東１５３７‐１
●問 合 先　松陰神社　☎０８３８（２２）４６４３
●アクセス
○ＪＲ東萩駅から車で約３分
○�萩循環まぁーるバス【東回りコース（松陰先生）】松陰神社前下車

世界遺産でなか
まになろう
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が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

●
鍋
の
焦
げ
付
き
を
取
る
に
は
、
玉
ね
ぎ
の
茶
色
い
皮
を
入
れ
沸
騰
さ
せ
た
後
、
お
湯
を
捨
て
る
と
こ
す
ら
な
く
て
も
き
れ
い
に
落
ち
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

文芸歳時記

編集後記

65年と言えば親子３代。今回の特集で取材を重ねるにつ
れ、広報なかまの歴史、まちの歴史、人の歴史を垣間見
ることが出来ました。先人たちの歴史を継承しながら、
次の1000号に向けてまずは1001号、そして1002号…。
未来を見据えて広報なかまは少しその姿を変えます。親
から子へ、子から孫へ、さらにその子どもたちへ…。「読
みたくなる広報紙」を目指して発行を続けていきます。

今月の表紙
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聖
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
小
鳥
来
る

　
　
　

太
賀
二
丁
目	

白　

石　

紀　

子

渋
か
れ
ど
鈴
生
り
柿
の
大
樹
か
な

　
　
　

通
谷
五
丁
目	

後　

藤　

欣　

子

街
の
灯
の
煌
め
く
波
止
の
う
そ
寒
し

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

車
椅
子
降
り
て
佇
む
曼
珠
沙
華

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

緒　

方　

益　

子

天
高
し
槌
音
ひ
び
き
棟
上
が
る

　
　
　

桜
台
二
丁
目	

篠　

原　

正　

章

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

叱
ら
れ
た
あ
の
日
の
言
葉
今
光
る

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

田　

中　

の
ぶ
こ

両
手
振
り
待
っ
て
ま
っ
て
と
バ
ス
を
追
う

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

鶴　

田　

春　

枝

今
な
ら
ば
許
せ
た
だ
ろ
う
父
の
恋

　
　
　

通
谷
四
丁
目	

平　

田　

照　

子

「
あ
り
が
と
う
」
い
い
ひ
び
き
で
す
な
ご
み
ま
す

　
　
　

小
田
ケ
浦
二
丁
目	

武　

田　

睦　

代

妻
の
眼
に
い
つ
も
裸
に
さ
れ
て
い
る

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

古　

谷　

龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 

柳

吾
が
進
む
航
路
惑
わ
す
羅
針
盤
狂
え
る
ま
ま
に
波
に
ま
対が

よ

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目	

掛　

田　

清　

香

戒
名
を
故
人
は
知
ら
ね
ど
文
字
ひ
と
つ
僧
に
託
し
て
夫
に
手
向
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

虫
の
声
よ
わ
ま
り
ゆ
け
ば
ひ
っ
そ
り
と
秋
は
芒

す
す
き

を
風
に
な
び
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

恵
美
子

心
無
い
言
葉
は
ひ
と
を
傷
つ
け
て
明
る
い
日
々
を
閉
ざ
す
が
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
二
丁
目	

山　

下　

純　

子

筑
波
山
ゆ
遥
か
に
望
む
六
本
木
高
層
ビ
ル
の
「
に
ょ
き
に
ょ
き
」
と
競
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扇
ケ
浦
二
丁
目	

高　

田　

厚　

子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

「
な
か
ま
鮭
の
会
」の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
鮭
の
育
成
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
中
間
の

自
然
環
境
の
健
全
化
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
槽（
幅
60

㎝
以
上
）の
寄
付
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
年
会
費　
１
、０
０
０
円（
１
口
）

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
東
小
学
校

　
☎（
２
４
４
）３
１
３
３

没
後
40
年

髙
島
野
十
郎
展
が
開
催
中

　

写
実
的
作
風
を
貫
い
た
孤
高
の
画
家

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
休
館
日
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
平
成
28
年
１
月
31
日
日
ま
で

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
県
立
美
術
館

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
五
丁
目
２
‐
１
）

　
☎
０
９
２（
７
１
５
）３
５
５
１

美
容
院
の
駐
車
場
を
定
休
の

月
曜
日
に
無
料
開
放
し
ま
す

　
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
野
菜
や
、
陶
芸
教

室
で
作
っ
た
作
品
な
ど
を
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
よ
う
に
展
示
販
売
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
興
味
が
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
ヘ
ア
ー
ク
ラ
ブ
ピ
ー
ス

加
藤
携
帯

　
☎
０
９
０（
２
０
７
８
）３
８
３
８

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

　

コ
ー
ス
や
種
目
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
28
年
３
月
20
日
日

●
問
合
先　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
３（
９
５
１
）４
１
１
１

▶思えば、昨年の今ごろは肋骨を骨折して悶絶していました。前厄で骨折
…。本厄では何が起こるんだろうと戦々恐々でしたが、無事新年を迎えら
れそうです。来年も健康第一で明るい広報紙を作ります！よいお年を。（講）
▶世界遺産登録に始まり、広報なかま創刊１０００号を迎えるなど、常に慌
ただしくも充実した１年を過ごすことができました。アンケートでいただい
たみなさんの声を真摯に受け止め、これからの広報紙作りに励みます。（翔）

祝

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

このページは、みなさんで作るコーナーだ
ぬん。イラストやエッセイ、お知らせなど待
ってるぬん。「すこやかちゃん」「文芸歳時記」
も応募してほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

全国大会で金賞を目指します
　10月25日に長崎県島原市で行われた第 43回マーチングバン
ド全国大会九州予選。これを勝ち上がった北筑高等学校吹奏楽部
が、12月20日日にさいたまスーパーアリーナで開催される全国
大会に歩を進めました。全国大会出場は５年連続の快挙です。昨
年は惜しくも銀賞に終わった全国大会で、今年はもうひとつ上を
目指して、演奏と演技を繰り広げます。

【後列左から】打和明日香さん、住永由希さん、河上琴音さん、竹﨑菜々さん
【前列左から】岡山友里愛さん、大塚愛華さん、田口綾乃さん、園田成美さん

まちと人の心に花を
　市役所のそばに市のウェルカム看板となかっぱのモ
ニュメントが立てられているのをご存じですか。ここ
に、くすのき学級（適応指導教室）に通う中学生たちが
花壇を作ってくれました。
　「訪れる観光客に楽しんでもらいたい」と自分たちで
考え、６つのプランターに花を植えたのです。さらに、
これを聞いた中間中学校の生徒たちが、「せっかく同級
生が植えた花を枯らさないように」と交代で花に水をあ
げるなどお世話をしてくれています。
　きれいな花が市民や観光客の目に留まり、ポンプ室
とともに人と人をつなぐ象徴になるといいですね。

H23. ６.22 生
（通谷四丁目）

川
かわさき

崎 蓮
れん

ちゃん

食べることがとても大好きです♪これ
からも、もっともっと色々な事を覚え
てママと一緒に成長していこうね♪

H25. ２. ４生
（桜台一丁目）

大
おおつぼ

坪 凪
な ぎ と

翔ちゃん

歌やダンスが大好きな蓮。とても上手
に歌って踊ってくれるたびに、元気を
もらっているよ。いつもありがとう♪
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■
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ホ
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ム
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ア
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レ
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広
報

な
か

ま
平

成
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年
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月
10

日
号
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■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

37円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
四
十
五

「
遠
賀
川
の
渡
船
」

～
中
間
市
内
の
渡
し
～

　

ま
だ
遠
賀
川
に
橋
が
な
か
っ
た
時

代
、
遠
賀
川
を
渡
る
た
め
の
重
要
な
交

通
手
段
は
船
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
記

録
に
よ
る
と
遠
賀
郡
に
は
16
か
所
の
渡

船
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
遠

賀
川
に
は
９
か
所
設
置
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
中
間
市
域
で
は
現
在
の
遠
賀

橋
付
近
を
行
き
来
し
て
い
た「
垣
生
渡

し
」と
、
下
大
隈
か
ら
中
島
を
経
て
土

手
ノ
内
を
行
き
来
し
て
い
た「
中
島
渡

し
」の
２
か
所
の
渡
船
場
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
ら
の
渡
船
場
は
昭
和
初

期
ま
で
地
域
住
民
の
交
通
手
段
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
が
、
川
幅
の
広
い
河
川

を
渡
る
の
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

で
し
た
。
大
正
６
年
に
垣
生
渡
し
で
９

名
、
昭
和
11
年
に
中
島
渡
し
で
８
名
の

溺
死
者
を
出
し
た
転
覆
が
、
特
に
大
き

な
被
害
を
出
し
た
事
故
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
昭
和
６
年
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
２
代
目
遠
賀
橋

が
竣
工
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
手
段
が
変

化
、
両
渡
し
は
次
第
に
乗
船
客
が
減
り

遠
賀
川
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
た
に
出
来
た
渡
船
場
も

あ
り
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
市
内
で
は

炭
鉱
が
活
況
に
な
り
、
新
た
に
川
西
の

砂
山
地
区
と
川
東
の
中
鶴
地
区
を
結
ぶ

渡
船
場「
砂
山
渡
し
」が
登
場
し
た
の

で
す
。
こ
の
砂
山
渡
し
は
、
戦
後
も
市

民
の
貴
重
な
交
通
手
段
で
し
た
が
、
昭

和
44
年
に
最
後
の
渡
し
守
、
石
井
録
助

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

昭和41年７月に撮影された砂山渡し舟


